
 

                             

■国産初の小型ジェット旅客機ＭＲＪ初飛行 
清々しい秋晴れの 11月 11 日、国産初の旅客機ＹＳ１

１(プロペラ機)の初飛行から約半世紀、当初 11年の初飛

行の予定が五度の延期を経て 2015 年、ついに国産初の

ジェット旅客機ＭＲＪ(三菱リージョナル=地域の=ジェッ

ト)が県営名古屋空港から離陸しました。航空・宇宙産業

を次世代産業の中核としている愛知県にとっても待ちに

待った日でした。今後は約 2500 時間の試験飛行ののち

型式証明を取得、2017年 4-6月に予定するローンチカ

スタマーとなった全日空への納入を目指します。 

航空機メーカーではボーイング(米シアトル)とエアバス(仏ツールーズ)が有名ですが、リージョナ

ルジェットと呼ばれる 100 席以下の小型ジェット機の市場では、エンブラエル(ブラジル)とボンバ

ルディア(カナダ)がシェアの 8 割以上を占めています。今後 20 年で 5 千機の新規需要が見込める

市場でＭＲＪはその半分を受注するという高い目標を掲げています。中国のＡＲＪも脅威ですが、整

備のネットワーク構築や部品の国内比率の向上などの課題にもものづくりの日本・愛知として今後も

果敢に挑戦するＭＲＪを応援していきます。 

■愛知県議会平成２７年１２月定例会 

12 月 1 日に開会する愛知県 12 月議会には、本年 7 回目の交通死亡事故

多発警報が発令中ですが来年に向けた緊急交通安全対策約 1千 7百万円など

を盛り込んだ一般会計補正予算 20 億 5 百万余円、マイナンバー制度関連や

障害者差別解消推進条例など条例関係 20 件、小牧東インター有料道路の無

料化などその他の議案 67 件の計 88議案が上程される予定です。 

代表・一般質問は 3日から、9日からの委員会審議等を経て 18日に閉会の日程です。

改選後初の稲沢市議会定例会は 12 月 3 日に開会し 22 日に閉会の予定です。 

●環境調査センター・衛生研究所をＰＦＩ手法により整備(債務負担行為 67.1 億円) 

名古屋市北区にある既存施設を民間資金活用による社会資本整備により整備・維持

管理(PFI によるトータルコストの縮減)、環境首都あいちとして化石燃料の使用量を

ゼロに近づけるＺＥＢ(ゼブ：ゼロ・エネルギー・ビルディング)を目指す。 

●団塊世代が後期高齢者となる 10年後に向け医療施設等の整備・取組を推進(約 17.8 億円) 

地域医療介護総合確保基金を活用し、不足している回復期病床へ

の転換、在宅歯科医療対策など居宅等における医療の提供、医療

従事者の確保に関する事業など今年度拡充実施部分約 1.23億円。 

●愛知県障害者差別解消推進条例の制定 

平成 25年 6月に障害者差別解消法が公布され来年 4月に施行さ

れるが国からの具体例など条例制定の条件が整ったことから障害

者団体等からも意見聴取し条例案を取りまとめ、条例により全て

の県民が障害の有無によって分け隔てられることなく相互に人格

と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指す。 
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全国で 12 番目となる本県の特徴は 

①職員対応要領の策定の義務付け 

②障害者差別解消調整委員会の設

置(知事が助言、あっせん) 

③事業者のための対応指針

に即した適切な対応 

④相談窓口や障害者差別解

消支援地域協議会の設置等 

 

 
そぶえイチョウ黄葉まつりで祖父江町商工会
が小規模事業者地域力活用新事業全国展
開支援事業で開発した銀杏加工食品を試食 

航続距離約 3,300 ㎞、最高速度約 900 ㎞/h、開発費約 2,000 億

円超(販売価格 92 席タイプ約 56 億円)といわれる期待の ＭＲＪ  
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■ユタカクラブ議員協議会研修会 15.11.15 

同期議員の中村県議のお誘いでユタカクラブ議員協議会(トヨタ関係の地方議員の

会)の研修会「人口減少社会の地方の課題」にオブザーバー参加しました。市議時代04

年に岩手県での日本地方自治学会で改革派知事としてお会いした、消滅可能性都市

(県内では新城・飛島・南知多・美浜・設楽・東栄・豊根の 7 市町村)など鋭い視点で活躍され

ている日本創生会議座長増田寛也氏から示唆に富んだお話を伺いました(超抜粋)。 

【出生率の地域差】 

合計特殊出生率は 47 都道府県では、最高が沖縄県 1.86、最低が東京都 1.15、愛知県は 23 位で 1.46、全国

1.42 となっている。また、鹿児島県、沖縄県内等の市町村の出生率が高い傾向を示しており経済だけではない

地域性？も。若い世代の希望が実現すると出生率は 1.8程度に向上すると見込まれるが 2020年 1.6、30年 1.8、

40年 2.07 へと上昇すると 2060 年の人口は 1億人を確保できる見通し（まち・ひと・しごと創生長期ビジョン）。 

【主要国との国際比較】 

婚外子が極めて低い日本は伝統的な家族観から来ているという指摘。長時間労働も多いい日本。また、第 1子

誕生後に第 2 子に続かないのは夫の協力がなく子育ての大変さから躊躇してしまうことも…。晩婚化(結婚年齢

が早いと子沢山の傾向)、非婚化に対しては出会いの場がないというアンケート結果もある。児童手当、保育サ

ービスなど家族関係政府支出の対 GDPを高めるなど政治課題は多い。 

 
 

日本 フランス イギリス スウェーデン ドイツ アメリカ 

女性の平均初婚年齢 
29.2 

(2012) 
30.8 

(2011) 
- 

33.0 
(2011) 

30.2 
(2011) 

25.8 
(06-10Av) 

第 1子出生時の母親
の平均年齢 

30.3 
(2012) 

28.6 
(2006) 

30.6 
(2010) 

29.0 
(2011) 

29.0 
(2011) 

25.1 
(2005) 

婚外子の割合 
(2008 年) 

2.1% 52.6% 43.7% 54.7% 32.7% 40.6% 

長時間労働者の割合 
(週 49時間以上) 

(2012 年) 

22.7% 
男性 31.6% 
女性 10.6% 

11.6% 
男性 16.1% 
女性 6.5% 

12.0% 
男性 17.3% 
女性 5.8% 

7.6% 
男性 10.7% 
女性 4.2% 

11.2% 
男性 16.4% 
女性 5.0% 

16.4% 
男性 21.8% 
女性 10.2% 

夫の家事・育児時間 
(2006 年) 

1:00 2:30 2:46 3:21 3:00 3:13 

家族関係政府支出の
対 GDP比(2009 年) 

0.96% 3.20% 3.83% 3.76% 2.11% 0.70% 

■文化・スポーツ・観光振興対策特別委員会県外調査 15.11.04～05 

副委員長を務める特別委員会の県外調査で福岡県と長崎県を訪ねました。九州はひとつ(麻生渡福岡

県知事他)という理念の元、九州地域戦略会議が設立され検討テーマの第 1 弾として取上げられた九州

観光戦略。外国人入国者の半数が韓国などの地域特性も踏まえ、広域観光周遊ルートや九州オルレ(家

に帰る細い道：ウォーキングコース)など積極的に取組んでいます。長崎市では世界文化遺産として登録さ

れた明治日本の産業革命遺産を活用した観光振興策を聴取し端島炭鉱(軍艦島)を現地視察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１日～１０日年末の交通安全県民運動 
５日稲沢市民センター地区まちづくり 
ふれ愛講演会～矢野きよ実女史～ 

２３日社会福祉協議会法人設立１０周年 
記念講演会～乙武洋匡氏～ 

     

最盛期の昭和 35 年には 5 千人以上
の人が暮らす生活の場でもあった
480m×160mの島 

温泉アイランド九州 

愛・地球博 10 周年、全国都市緑化あ
いちフェア閉幕ありがとうございました 

2004 年市議会時代に岩手県知事の増田氏と 

連合愛知尾張南地協の第 26 回定期総会開催 

究極のエコカーFCV(燃料電池車)の
水素ステーションが赤池に オープン 

パリ在住の 6 歳の少年とパパの会話に『大丈夫だよ。彼らは銃で撃ってくるかもしれない。でも僕たちには花がある。』というフレーズがあります。（偶然見た TV インタビューですが動画は Facebook で拡散していました）  

パリでの凄惨なテロ事件、各国家代表が                          毅然と非難と団結を呼びかける中、

ご遺族の静かな発言やイスラム教徒のハグの報道などもあり自身に何ができるか考えさせられます。原因は格差社会と驚くような発言

もありますが非道は許されません。花の都パリに合掌 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 


